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実験的感染におけろ細網内輪系の機能について

第3報 鼠咬症スピロヘータ」感染家兎について

金沢大学医学部糸田菌学教室（主侮… 谷教授）

専攻生伏木唯和
       7｝7滅rゑ嬬〃 ノ玩∫〃∫〃

       （昭和28年3月23日分附）

第1章緒
 鼠咬症病原体（Spir・chaeta m・rsus muris）（以

下「ス・ム」と略す）が二木等1）により発見せら

れて以來本症の臨床的並びに実験的研究が進め

られ，2）一1＞特に実験的家兎鼠咬症に訟いては

臨床的にも叉血清学的にも梅毒のそれによく類

似し，家兎鼠咬症は実験的家兎梅毒の模型感染

言

として屡々用v、られるに歪つアこ5）t；）．

 著者は前報7）において実験的家兎梅毒の細網

内被系（以下R．E． S・と略す）の機能につい

て論じブ・二が，更に実験的家兎鼠咬症につい・て実

験した所聯か知見を得允ので～二とに報告する．

第2章 実験方法並びに材料

 1）使用家兎

 2kg内外の雄性白色在下種7頭を予め一定食餌にて

飼育し，ワッセルマン反応（以下7氏反応と略す）陰

性で健康なることを確かめて使用した，

 2）「ス・ム」接種

 使用菌株は新潟大学医学部細菌学教室より分与を受

けた「ス・ム」の「マウス」通過により当敢室に保存

されたものを用い，上記「ス・ム」含有マウス1面夜の

「ブイヨン」浮游液（1親野1～2条の「ス・ム」を含

む）を0・5cc宛前記家兎5頭（第1～5号）の両側睾

丸実質内に接種した．

 なお2頭の家兎（第6～7号）は対照として「ブイ

ヨン」O・5cc宛を同襟接種した．

 （ここに新潟大学医学部細菌学教室の御厚意に対し

深謝の意を表する．）

 3）1コソゴー赤法

 前報・“）同様Adle r－Reitnann ：’）氏1去により「ス・ム」

接種前と接種後1押脚目より毎週1回測定した。

 4）ワ氏反応

 前報7）同檬楠下」圭助の法に從い，被樵血工清は毎週1

回早朝篁腹時に探血した．

 5）臨床病朕の観察

 毎週2回臨床病賦の観察を行い，粟丸，陰嚢，眼症

朕及び脱毛症等の変化を楡し同時に墨丸の長径，横

径，厚さを測定した，

第3章 実 験成 績

 5頭の「ス・ム」接種家兎と2頭の対照家兎に

ついて「コンゴー赤指i数測定，叉氏反応，臨床

所見の観察をしたが，家兎の成績は…次の如くで

ある．

 1）第1号家冤（第1表参照）

 両側睾丸炎は接種後3日目に既に現われ，14日目に

は陰茎包皮に俘腫，21日日には陰獲硬結が見られた．

累丸炎は28日目に泊退（持続期闇25日）し，それに前

［ 31 ］
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回して眼瞼，ロ唇等に津腫を認め，陰嚢には痂皮を生

じ，更に42日目には口唇部に軽度の三毛を認めたが1

三間で恢復し，臨床的には何ら所見を認めなくなっ

た、56日目には左眼に軽い虹彩炎を見たがこれも1週

間で消退し，その後は外見至く正常に復帰した．7氏

反応は14日目に陽転し，3週間で陰性に戻った．「コ

ンゴー赤指数は1週間目に既に機能低下を示したが，

5～6二間で正常値を示した．

              第1表：第1琴・家兎実験域績

      Lンゴーr l  臨 床 所 見
 経  過     1ワ氏反応1一一一…………一一一一一∵ 一一一…一  一一一一一，一＿＿．．＿＿一

      1赤指数1 ｝累丸腫脹1 その他所見
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l）コンゴ…赤指数は旧コソゴー赤f旨数を示す．

2）ワ氏反応は陽性の最高稀釈倍数を示す，

3）睾丸腫脹の数値は長径x横径x厚さを示す．

         （Cll｝） （Clll） （Cll））

 2）第2号家兎（第2表参1照）

 墨丸炎の発現は両三睾丸に接種後7日目，持続期間

5週間で，14日目に眼瞼，口唇，陰茎包皮に俘腫を認

め，更に35日目には陰嚢浮腫も伴い，63日目まで持続

した，その間4～5週にはロ唇部に軽度の脱毛を認め

ナ：i．

 ワ氏反応は14日口に陽性となり77日目に陰転した．

 「コンゴー赤指数は1～4週において5．4～13．3の

上昇を認め機能低下を示したが，その後はOP it正常値

を示した．

［ 32 ］
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 3）第3号家兎（第3表参照）

 睾丸炎の発現は両側同時に11日目で，4週闘｝ぎ諭し

て消退し，第3～6週には眼瞼，二二，陰茎勉皮に俘

腫を認め第5～7週には元暦部に脱毛を，第4週には

陰嚢に癩皮を認めた．

 ワ氏反応は14日目に強い陽性を示し，5週間で陰転

した．「コンゴ・・赤指数は第1～5週に機能低下を示

し，以後は正常に近い値を示した．

経  過
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第3表＝第3号家兎実験成績

       臨    床
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 4）第4号家兎（第4表参照）

 睾丸炎は両側に接種後10日目に発現し，2週間で溝

退した．第2～3週に眼瞼：，ロ臨陰茎包皮に浮腫を

認め，陰嚢硬結も第3週に見られた．第3～4週には

始めロ唇i爽いで鼻背に軽度睨毛を認めたが間もなく恢

復した，14日目に両限に虹彩炎を認め，3週間持続し

て浦退したが，第5週頃より体重減少が目：立ち著しく

るいそ5し接種後50日に目死亡した．これは「ス・ム」

によるものか叉は他の原因による死亡か二二し難い．

 7氏反応は21日目に発現し死亡するまで持続した．

［コソゴー赤指数は早くより死ぬまで機能低下を示し

続けた．

：第斗表：第斗号家兎実勝絶血

温

  コンゴ＿1

過
  、赤指数1

｝ワ氏反応｝ 臨 月 見
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 5）第5号家兎（第表参照）

 接種後3日目に両側睾丸炎陽性で21日目まで持続し

た．3日目より28日日まで陰嚢硬結を認め，3～5週

には眼瞼：，ロ唇，陰茎包皮に浮腫を認め，4～7週に

眼瞼部に軽度の醗毛が現わオ／た，

 ワ氏反応は14回目より最終観察日まで持続したが，

「コンコ㌧赤指数は1～4週に機能低下を示したのみ

でその後は正常に近づいた．

［ 34 ）
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第5表：第5号家兎実験成績
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6）第6～7号家兎（対照）

対照として2頭の家兎についてワ氏反応，「コンゴ

一赤指数測定を実施したが回れも異常を認め得なかっ

た．

第4章 総播並びに考按

 上述の実験成績を総括すれば，臨床所見にわ

いて睾丸炎は全例に両側共認め，その癸現は3

日目3頭，7日目1頭，11日目1頭（準均5．4日
目） 一’6・， 持続期「用セよ14～35日  （2Fjどゴ2斗ILI） 一（3あ

った．眼瞼，li唇，陰茎包皮等の浮腫も年例に

認め癸現は2～3週間（李均2．4週目）持続期

開2～7週間（卒均3．6週li5）で，陰嚢硬結は3

例に認めその発現は2週目2頭，3週目1頭で，

持続期閥は1～3週i司（卒均1．6週rliDであっ

た．脱毛は何れも軽度ではあるが全例に限瞼，

鼻背，口唇等に3～6週目（『玄均4．4週目）よ

り認めたが1～4週聞（：卒均2，4週闇）で恢復：

し九．陰嚢痂皮は2例に認めたが，そのうち1

例は第9週に，他は第2一）4週に認めた．又虹

彩炎その他の限症朕は2例に見たが何れも軽度

で「ス・ム」によるものか否か刹定出來なかっ

た．第4号家兎は接種後35H頃より体重減少を

了し，50日目に死亡したがこれも「ス・ム」によ

るものか叉は他の原因によるものか不明であっ
ブこ．

 フ氏反応は、接種後2～3週（二二2．2週）で

すべて陽転したが，その持続期問は梅毒感染家

兎のそれに比し短かかった，

 「コンゴー赤指数は何れも早くより機能低下

［ 3S ］
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を示し，4～7週間を経て急性症状の溝退に件

い正常に戻ったが，実験中途にて死亡せる第4

号家兎にては症歌溝退後も高い値を示し著しい

R．E． S．の機能低下を認めた．

 以上の成績より考按するに，臨床症歌は從來

い・われる4）如く「ス・ム」感染家兎に課｝いては梅

毒感染家兎に比し，潜伏期，経過共に短かく放

置するも比較的早く症歌は浩退することを確め

得た．

 ただ從來「ス・ム」感染家兎では脱毛症は少な

いといわれるがの，著者の実験にては軽度では

あるが，全例に認めたことは脱毛症がその必癸

症歌であることを知り，ヒの点舟田11》と知見を

同じくする所である．

 「コンゴー赤指数より「ス・ム」感染家兎にむ

けるR．E， S．機能を推察するに，梅毒感染家

兎に比し機能低下の発現が早く，又短期問で正

常に近づくが矢張り臨床症歌と李行ずるものの

如くである．叉申途にて死亡せる1例において

は臨床症歌の溝退せるにも拘わらす絡始低下を

認めた．1：；）一‘14）

第5章 結

「ス・ム」接種家兎におV・て，臨床症瓶エ氏

反応について駕すると共にAdler－Reimann氏

「コンゴー赤法によって：R．E． S．機能の浩長を

観察した所次の如き結論を得た．

 （わ「ス・ム」感染家兎のR．E・S・機能は臨

床二丈の湘長に略it李記し，早期に著しい機能

低下を示すが問もなく正常に復帰する．

論

 （2＞ワ氏反応｛、梅毒のそれに比し，持続凶聞

は短かい．

 （3）実験中途にて死亡せる家兎は終始機能低

下を示した．

 終むに臨み御懇篤なる御指導を添うし，御稜閲の労

を執られた恩師谷敏授に満腔の謝意を捧げます．
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